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コ モ ニ ム
母さんですね。
高 ：ええ，伯















































































































































コ モ ニ ム
母さんはどこで，行ったり来たりしてましたか？
高 ：伯

















































































































































































































































て。そう言ったら，大分，1 日ね，800 円もらいましたよ。その時分は，52 年前。来て
2 年間してね，ちょっと貯まりましたよ。それで［密航費用を］払いましたよ。その時




















































































































































高：僕，31 年来たから 32 年かな。
大阪産業大学論集　人文・社会科学編　28
180




























































































































って，11 時 30 分前かな，終わって。行ったら書






















































































































































































































































































































































































































































































































































































1984 年に 1 級から 7 級に再編されるまで用いられた。甲種判定を受けると現役兵として
徴兵の対象になった。
